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節目と記念 
校 長 持 田 晃  

 「久しぶりに暑いなあ」「最高にいい天気だ」との声が挙がるほどの好天気となった１０月２日（金）。 

この日は、本来であれば創立６０周年記念式典となった日でした。昨年度から実行委員会を立ち上げ、

この日のために準備をしてきましたが、新型コロナの影響で準備はままならず、会議すら開催できな

い状況になり、記念式典はどうするのかヤキモキする日が続きました。 

 今年度市内の小中学校で周年行事を行う予定になっていたのは小学校が２校、中学校が２校の計４

校でした。各学校とも先の見通しが立たない中、「このままでは、予定の日に式典はできない。」「延期

をすべきか、しかしその時期に実施できる状況になっているのか」と悩ましい日が過ぎていきました。 

 最終的には、すでにお知らせしましたとおりに、教育委員会から中止との通知がありました。多くの

お客様をお迎えする記念すべき式典でありますから、実施することの懸念はたくさんありました。 

 しかし、１０年に一度の節目を何もしないというわけにはい

きません。この記念すべき年に、府中三中に居たという形ある

ものがほしいと考えるのは、日本人的かも知れません。節目と

しての行事は、日本人独特のものを感じます。学校では、それ

ぞれの節目で儀式的行事があります。これは、学習指導要領の

特別活動、学校行事の内容に儀式的行事が示されています。内

容は、「学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清新

な気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けとなるように

すること」です。その節目のひとつとして、この日に航空写真を撮影し

ました。実は、この日に至るまでも予定を２度変えたのです。そして、

この日は全校で集まる今年度最初の日ともなりました。それを祝ってく

れるかのような最高の天気をごほうびにいただきました。本来航空写真

は、全校生徒で人文字などをつくり、飛行機から撮影をします。新型コ

ロナの影響で、密になってはいけないので、人文字をつくることはあき

らめました。バラバラに立っているのも“今、この時”を表現している

のではないかと、珍しい形式での撮影となりました。一列に並ぶ生徒も

いれば、輪になる生徒も、皆思い思いに久しぶりの解放感を味わいまし

た。写真の出来上がりがとても楽しみですね。 
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台風接近に要注意！ 

台風 14 号が関東地方に接近しています。今のところ土日が最接近

の模様です。十分にご注意ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

府中三中の       のこと 

 

都立府中けやきの森学園の生徒と副籍交流 

 都立府中けやきの森学園の１学年に在学している 

青代侑也くんが９月１８日（金）に来校し、１年生 

と副籍による直接交流をしました。 

 とっても元気で明るい青代くんの言葉で、すぐに 

打ち解けることができました。交流は、学期に１回 

ぐらいになります。次の交流が楽しみになりました。 

 副籍制度・・・都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地域の区市町村立小・中学

校に副次的な籍をもち、直接的な交流や間接的な交流を通じて、居住する地域とのつながりの

維持・継続を図る制度です。 

 

予告なし避難訓練 

 少し前になりますが、７月３０日（木）に起こった 

ことを覚えているでしょうか？９時３８分に緊急地震 

速報が鳴ったのです。教室は、当然静かな状態でした 

ので、生徒の多くは気づかなかったかもしれません。 

すぐに地震に備える放送が入りました。しかし・・・。 

この後は、皆さんもご存知のように、幸い大きな揺れ 

は来ませんでした。 

 久しぶりの緊急地震速報であり、職員も十分な体制がとれなかった反省から、職員にも生徒に

も発生日時を知らせない緊急地震速報の対応訓練を９月１０日（木）に実施しました。授業者は

教室を、フロアー指示、放送、身近にいる生徒の安全確保指示、学年での確認の訓練です。 

“あわてず、頭を守る”対応が概ねできていました。 

 

水やりボランティアが増えてます！ 

 ９月３０日現在で、   名となりました。まだ、１４日、２１日、２８日の活動日がありま

す。まだ間に合います。 

コロナ禍の生徒朝礼 

５０ 

９月 28 日の生徒朝礼は、新生

徒会の生徒会活動方針案の説

明を各教室に映像を送信して

行いました。 

音声は、放送で行いましたので 

  ダブル中継の初めての試

みで、放送室前は、うまく

いくか緊張感いっぱい。 

東京都教育委員会の指定を受け、昨年

度から２年間の法教育の研究に取り

組んでいます。９月 28日と 29日には、

弁護士の先生に来ていただき、３年生

の公民の授業に参加し、生徒の考えに

対して意見を頂きました。 

弁護士を招いての社会科の授業 

▲ 車いすの生徒が青代くん 

▲ 教室での映像の様子 

▼ 放送室前での準備 

▲ 予告なし避難訓練の生徒 

▲ 解説をする弁護士の岸先生 



〇不安やストレスに向き合いましょう 

 新型コロナの対応が長期化し、慣れてきている反面、不安やストレスが蓄積してしまっていること

も考えられます。これは、大人でも同じことが言えます。お互いに「ちょっと一言」声を掛け合ってい

きましょう。資料は、東京都教育委員会からのものです。ホームページにも掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部活動表彰 おめでとうございます！ 

バスケットボール部 

 

 

男子の部 

「準優勝」  府中市立府中第三中学校 

 

 

 

「 可能性をもって生きられる幸せ 」 

                             教 諭  串田 明日香 

私が中学２年生のとき、インドでボランティア活動をしていた方が、学校に講演をしに来ました。そ

の方は当時の学年主任の先生の教え子で、中学生に話をさせてほしいと自ら頼んで話をしに来てくれま

した。 

講演ではインドの人々の生活、特に子どもたちの状況について話してくれました。貧富の差が大きく、

格差がまだ多く残る国であるインド。貧しい人々の子どもは学校に通えず、労働や家事などの親の手伝

いをしなければ生活できない状態。そして学校に通うことができなければ、語学力や教養を身に付ける

ことが難しい。そのような子どもたちは、大人になっても貧しい状況を打破できず、生活を変えること

ができません。 

講師の方は言いました。「中学生のみなさんにはまず、世界には学校に行けない子どもたちがいるこ

とを知って欲しい。そして、そのような中で学校に通えている日本の子どもたちは幸せなんだ。学校で

勉強ができる環境が与えられていて、努力次第でどんな職業にだって就ける。それぞれが様々な“可能

性”をもっているんだ。だから、“可能性をもって生きられる幸せ”を忘れないでいてほしい」と。 

その言葉は私の心に深く残りました。それまで、学校に行くことは当たり前のことで、行かなければ

ならないところとしか思っていなかった私にとって、学校に対する見方を変えた言葉でした。そして、

学校に行くことすら厳しい人のことを思うと、学校に通えることは幸せなことであり、与えられた可能

性を無駄にしないようにしようと思うようになりました。 

みなさんにも様々な可能性があります。中学生の時に教えてもらった言葉を胸に、今度はそれぞれの

可能性を引き出し、伸ばすお手伝いをしたいと思い、私は、教壇に立っています。 

道 徳 の 窓

NO２６ 

府中市三年生大会 

【特別支援教室説明会】（三中エリア：一中・三中・四中・七中・八中・十中） 

日時  令和 2 年 11 月 7 日（土）10 時～11 時 

場所  府中第三中学校 視聴覚室 

内容  特別支援教室の指導内容、入室について 

 

参加ご希望の方は担任の先生に申し出てください。詳細についてのプリントをお渡しします。 

 

 


